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今年のシシャモについて

北海道のイバラガ二はイバラガニモドキ

ホッキガイの著饗試験から

サンマ賛薄の消長

開催された会議の中から
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北海道立釧 路水産 試験場
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反
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兼
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れ
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兼
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佐
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今年のシシャモについて
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期
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の
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民
の
方
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も
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朱
源
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勤
向
に
は
韓
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関
心
を
も
っ
て
お
り
'

ylた
繁
殖
保
許
に
つ
S
て
も
人

工
ふ
化

事
業
､
当
才
魚
の
捕
獲
禁
止
毛
ど
の
方

ま
で
漁
民
白
か
ら
対
策
を
立
て
て
お
り

･p
ナ
O

私
た
ち
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本
先
帝
の
動
向
に
つ
S
て

は
t
aEZ片
耳
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網
査
の
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賓
対
象
魚
種
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し
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調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
'
現

在
で
は
､
当
才
魚
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分
布

様
式
､
漁
期

前
明
査
か
ら
短
期
予
想
が
可
能
を
段
階

Tl

で発展
し
て
お
少
ま
す
が
､
魚
が
増
え
た
少
､
叔

っ
た
り
す
る
仕
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み
を
具
年
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
中

々
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ず
か
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と
で
す
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た
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の
変
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汲
嫌
努
力
丑
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増
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､
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卵
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魚
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卵
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丑
や
質
､
ふ
化
し
た
稚
魚
と
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れ
を
取
ま
く
環
境

な
ど
と
狭
い
関
係
を
も
っ
て
か
-
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こ
れ
ら
の
相
互
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係
が
赦
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変
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を
ひ
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か
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す
と
考
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ら
れ
る
か
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す
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ら
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す
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し
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お
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.l
せ
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が
､
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月
二
日
～
九
月
九

日
､
十
月
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托
3i
験
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三
新
発
九

に
上
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釧

紘
-
広
尾
沿
岸
海
域
で
実
施
し
た
､
本
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の
漁

助
前

調
査
か
ら
今
年
の
シ
シ
ャ
モ
漁
を
占
走
っ
て
み
･pl
L

上
人ノ
○

道

東

の
シ
シ
ャ
モ
穀
源
を
大
き
く
三
つ
の
系
統
群

に
分
け
て
評
価
し
て
S
る
と
と
は
､
す
で
に
本
誌
H

号
で
述

べ
.plし
た
の
で
､
粥
査
対
象
と
な
っ
た
釧
路

川
系
と
､
十
勝
川
系
に
分
け
て
述
べ
て
み
y
Jナ
O

l
､
釧

路

川

系

日

払

韻

調
査
括
兼
か
ら
粥
査
点
別
の
漁
獲
丑

(
L
曳
網
当

Ja
)
'
雌
雄
比
､
年
令
組
成
を
第

一
園
に
示
し
･pl
し

た
0

こ
れ
に
上
る
と
新
書
土
沖
水
深

to
机
帝
､
阿
寒

川
神
水

東
邦
丸
帯
'
音
別
川
押
水
羅

川
E:
帯
で
e
相

か
ら
70
紬
flで

の
高
い
分
布
が
み
ら
れ
､
例
年
と
比

較
す
る
と
接
岸
時
期
が
や
や
早
S
よ
う
で
す
｡
ま
た

新
釧
路
川
押
水
喪
-
.f
付
近
に
は
三
年
魚
を
主
任
と

す
る
大
型
魚
の
分
布
が
み
ら
れ
'
初
漁
期
は
こ
の
群

を
対
生
と
し
て
新
書
土
沖
付
近
の
水
深
柑
F;帯
が
中

心
漁
場
と
な
-
そ
う
tJ
す
.
JJ
の
群
は
軽
食
集
散
の
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度
合
が
汝
し
く
魚
群
行
動
も
速
い
と
推
察
ttJれ
る
の

で
､
漁
場
形
成
も
複
雑
で
漁
船
と
と
の
漁
獲
に
も
差

が
あ
る
の
で
は
を
S
か
と
思
わ
れ
･p
す
.
ま
た
例
年

水
深
30
れ
帯
に
二
年
魚
を
主
体
と
し
た
分
布
が
み
ら

れ
f
Lす
が
へ
今
年
に
AJ
の
出
現
JH
が
少
く
､
漁
場
も

比
軟
的
浅
み
に
片
上
る

の
で
は
な
S
か
と
予
想
さ
れ

y
Jす
O

T

魚

体

(
第
二
園
)

出
現
し
た
魚
体
の
削
合
を
み
せ
ナ
と
､
俸
長
12
蝕

に
山
を
も
つ
平
均
体
長
1-｡
伽
の
二
年
魚
蜂
が
別
S
J

平
均
体
長
119
蝕
の
撞
3-
頒
湖
平
均
体
長
1-9
仇
の
三
年

魚
雌
1
9
'
平
均
体
長
_-8
m
の
姓
飢
車

で
､
二
年
魚

と
三
年
魚
の
比
率
に
dB
･
･35
と
た
っ
て
か
JE,･P
ナ
0

昨
年
同
期
の
平
均
体
長
は
､
二
年
魚
雌

_-5

蝕
､
推
13

仇
､
三
年
魚
椎
湖
九
･
淡
泊
瓜
と
な
っ
て
か
わ
･P
す

の
で
､
今
年
の
魚
件
は
昨
年
と
良
-
似
て
お

り
･P
す
0

し
か
し
三
年
魚
の
出
現
峯
は
､
昨
年
の
25
功
よ
り

e
専
程
度
高
-
を
つ
て
か
Ja
t
ナ
の
で
､
初
漁
期

の

魚
体
は
昨
年
上
り
大
型
に

み
え
る
の
で
は
を
い
か
と

思
わ
れ
T･す
｡

ま
た
二
年
魚
の
中
に
は
e
賃

山
を

も
つ
成
敬
川し
な
S
未
成
魚
の
群
TP
み
ら
れ
ま
す
の
で
､

漁
獲
物
の
型
は
大
小
に
托
つ
き
り
区
別
出
来
そ
う
で

す
OjE

栗
源
の
動
向

シ
シ
ャ
モ
領
革
は
昭
和
36
年
の
卓
連
的
発
生
年
級

群
に
上
Ja
､
昭
和
38
年
以
降
高
い
水
準
で
持
続
し
､

l

漁
獲
壬
も
t､
0
0
0

ト
ン
台
を
縫

持
し
て

お
-
･p
す
が
､
そ
の

後
'
卓
越
的
発
生
牢

板
群
が
み
ら
れ
t
せ

ん
の
で
､
類
源
の
大

き
TU
は
'
昭
和
41
年

か
ら
徐
々
に
下
降
し

つ
つ
あ
り
ま
す
.
し

か
し
漁
狸
丑
は
､
漁

獲
努
力
井
の
増
加
'

漁
具
効
率
の
増
大
な

ど
に
.1
-
そ
れ
性
ど

影
書
に
受
け
て
か
わ
･

i
せ
ん
が
､
今
後
の

乗
鞍
動
向
に
は
留
意

す
る
必
要
が
あ
-
･p

す
｡
今
年
は
昨

年
の

よ
り
托
初
漁
期
に
'

大
型

の
三
年
魚
が
主

対
象
に
な
る
と
思
わ

九
､
成
熟
も
や
や
進

ん
で
か
ゎ
f
lす
の
で
､

こ
の
群
の
河
川

へ
の

そ

上
も
昨
年
並
の
日

月
14
-
16
日
頃
か
､
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や
や
早
め
に
な
る
と
予
想
さ
れ
'
小
さ
な
群
の
そ
上

は
こ
れ
よ
り
も
早
-
か
ら
見
ら
れ
そ
う
で
す
｡
し
か

し

例

年
盛
漁
期
の
主
対
象
と
な
る
二
年
魚
の
分
布
密

皮
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
を
-
'
昨
年
水
深
30

れ
-
㈹
れ

育
て
出
現
し
た
二
年
魚
の
み
の
阜

L
組
成

の
分
布

に

み
ち
九
す
､
こ
の
群
の
漁
獲
は
昨
年
よ
り
や
や
下
回

ろ
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
｡
こ
の
こ
と
は
'
昨
年
六

月
に
実
施
し
た
助
稚
魚
網
重
で
ーシ
シ
ャ
モ
稚
魚
の
出

現
個
体
数
が
少
な
か
つ
た
こ
と
､
ナ
カ
曳
網
で
の
シ

シ
ャ
モ
当
才
魚
の
漁
獲
が
少
な
す
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
､
昭
和
12
年
概
群
の
発
生
t
が
膚
か
つ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
､
こ
の
こ
と
が
今
年
の
二
年
魚
に
形
g
Lし

た
も
の
N
.推
察
さ
れ
ま
す
0
(

揺
性

的
に
は
'
三
年
魚

を
対意
とす
る初
漁

湖
は

L

昨
年
並
で
､
盛
漁
籾
の
二
年
魚
を
対
象
と
す
る
漁
獲

は
作
牢
を
や
や
下
+
)わ
る
と
考
え
ら
れ
'
こ
の
こ
と

が
反
映
し
て
､
今
定
の
漁
獲
丑
は
昨
年
の
1､
三
〇
〇

ト
ン
を
下
.p･わ
る
の
で
は
を
い
か
と
予
想
さ
れ

すす

二
､

十
勝

川

系

;

漁

韻

第
一

図から広尾
押
水
探
れ
F=
帯
､
丑
似
川
押
水

喪

相補-加ES
背
､
大
串
押
水
来
れ

m
帯
に
淵
申
-

50

紬の分布がみら
れ
'
こ
の
付
近
が
中

心漁韻と

な
り
そ
う
で
す
｡
昨
年
は
水

深
30

席
に
も
二
生
魚

の
群
が
高
S
密
度
で
分
布
し
て
か
･つ
ま
し
た
が
今
年

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
た
S
上
う
で
す
.
釧
路
川
釆
同

棟
三
年
魚
と
大
型
二
年
魚
が
主
対
象
に
走
る
と
思
わ

れ
.p
ナ
の
で
'
群
行
動
も
早
く
､
複
雑
を
漁
鳥
形
成

が
考
え
ら
れ
､
漁
獲
土
に
も
む
ら
が
あ
･Jh
そ
ぅ
で
す
O

j]

魚

休

魚
体
の
出
現
割
合
は
､
平
均
俸
長

_u
銭
の
二
生
魚

雌
30
年
､
平
均
体
長

116
血
の
堆
始
8
'
平
均
鍵
長

～tq

m
の
三
正
魚
椎

川
8
'
平
均
年
長

…
仇
の
凍
22
一
と

を
つ
て
お
り
､
釧
路
川
糸
に
比
較
す
る
と
魚

体
技
や

や
小
型
で
す
｡
書
た
こ
生
魚
と
三
年
魚
の
出
現
割
合

に
6
･
･S;
で
釧
路
川
系
に
類
似
し
て
か
わ
成
熟
鼓
合

は
､

二
生魚
へ
三
空
魚

と
も
釧
路
川
系
上
-h
t進
ん
で

か
･E
l例
鑑
の
よ
う
に
河
川

へ
の
そ
上
は
釧
路
川
系
上

ゎ
早
い
と
推
察
さ
れ
.p
ナ
0
漁
獲
物
の
塾
に
'
純
正

同
様
大
型
に
片
上
る
,p
の
と

思
わ
れ
T･
す
.

臼

矢
板
の
動
向

こ
の
系
統
群
の
兼
務
動
向
は
釧
路
川
系
と
同
様
で

昭
和
36
正
扱
群
に
上
っ
て
高
S
水
韓
で
持
摸
し
て
お

り
ナ
ナ
が
､
昭
和
小
丘
以
降
か
ら
減
少
の
傾
向
が
現

わ
れ
て
か
･a
T
lす
｡
し
か
し
漁
獲
土
は
'
漁
牲
努
力

t
の
増
加
に
上
-
'
41
監
以
降
上
昇
を
焼
け
て
か
JEh
'

現
象
的
に
は
資
源
の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
t
す
が
へ

I
曳
縞

挙り
単
位
で
の
密
度
は
滅
少
し
っ
つ
る
り

+
Lナ
0

総
体
的
に
は
こ
の
海
域
も
､
初
漁
期
の
三
笠
魚
､

大
型
二
生
魚
を
対
象
と
し
た
熟
練
は
昨
年
並
で
､
盛

漁
期
の
二
生
魚
を
対
象
と
し
た
政
雄
は
純
正
を
や
や

下
回
る
と
予
想
さ
れ
T
lナ
O

三
､
む

ナ

び

以
上
の
よ
う
に
私

た
ち
が
漁
勧
前
群
査
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
I
か
ら
今
正
の
ン
シ
ャ
モ
漁
を
占
在
っ
て

み
せ
し
た
が
､
改
姓
t
は
昨
年
を
下
回
つ
て
も
金
額

は
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
す
す
.
し
か
し
私
た

ち
の
顧
S
は
､

昭
和
36
監
蔽
群
の
上
う
な
卓
越
的
発

生
群
が
現
わ
れ
て
兼
務
が
上
JEt高
S
水
車
に
上
昇
す

る
こ
と
､
T
lた
私
た
ち
の
予
想
が
み
こ
と
に
比
ず
れ

て
'
今
生
も
大
漁
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
0

北

海

道

の

イ

バ

ラ

ガ

ニ

は

イ

バ

ラ

ガ

ニ

モ

ド

キ

漁

業

資

源

部

阿

部

晃

治

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
北
海
道

の
港
や
'
最
近

で
は
根
室
蔭
で
も
良
く
見
か
け
る
カ
ニ
で
'
俗
に
イ

パ
ラ
ガ
二
と
呼

ん
で
S
る
カ
ニ

が
お
Ja
ま
す
｡
食
'(

て
み
る
と
大
変
に
か
S
し
く
､
味
で
は
ち
ょ
っ
と
タ



ラ
バ
ガ

Lt
と
区
別

で
幸
一
せ
ん
0

と
こ
ろ
で
'
こ
の
カ
ニ
の
正
式
の
和
名
は
イ
パ
ラ

ガ

Lt
で
は
t･(
く
'
イ
パ
ラ
ガ

ニ
モ
ド
キ
が
太
当
で
す
C

今
か
ら
教
正
前
の
昭
和
42
E
に
､
東
京
水
輩
天
草
の

久
保
伊
幹
男

先
生
が
A
元
気
表
敬
'
福
島
県
産
の
こ

の
カ
ニ
を
み
て
'
和
名
を
イ
バ
ラ
ガ

三
毛
ド
キ
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
.
当
時
福
島
妹
で
も
こ
の
カ

ニ
を
北

海
道
と
同
じ
く
イ
パ
ラ
ガ

三
と
呼
ん
で
お
JEh
.
･
し
た

が
'
地
元
の
福
島
腺
カ
ニ
硫
漁
業
組
合
で

は
イ
ワ
キ

ガ

こ
と
命
名
し
て
く
れ
る
よ
う
虹
と
先
生
に
提
唱
し

た
そ
う
で
す
○

そ
れ
で
は
､
和
命
イ
バ
ラ
ガ

二
と
の
違
い
に
ど
こ

か
と
S
う
と
と
に
を
少
T
･す
が
'
イ
バ
ラ
カ

ニ
は
俗

に
丁
カ
ガ

二
と
S
わ

れ
る
上
う
比
､
生
時
の
休
色
は

あ
ざ
や
か
を
暗
虹
色
を
皇
し
て
S
す
す
0
サ
た
カ
ニ

の
先
端
の
つ
き
で
た
部
分
〟
街
角

〟
は
大
変
に
長
く

全
都
で
5
太
の
額
を
有

し
てか
わ
せ
す
｡
･p
た
甲
ら

(
頭
脳
甲
)
の
表
面
に
は
加

本
ほ
ど
の
長

S
輔
を
持

っ
て
お
り
ナ
ナ
｡
分
布
は
相
模
湾
､
土
乍
帝
､
外
房

･
天
津

小
湊
中
な
ど
の
水
韓
三
〇
〇
-
六
五
〇

■
か

ら
知
ら
れ
て
S
る
の
み
で
す
0

1

方イ
パラ
ガ

ニ
モ
ト
キ
は
､
生
時
の
世
色
は
赤

描
色
に
近
く
､
額
角
も
比
較
的
短
く
'
柿
の
政
は
9

-

to
太
で
す
｡
頭
脳
甲
表
面
に
は
多
故
の
城
を
有
し

そ
の
全
林
故
は
…
-
_61
太
も
争
,
+
.す
が
'
あ
ず
り

長
い
柄
は
あ
わ

す
せ
ん
｡
分
布
は
捻
じ
て
寒
海
か
ら

広
く
知
ら
れ

､
古
く
は
ベ
ネ
デ
イ
ク
ー
と
S
う
研
究

者
が

1
八
九
Eq
E
に
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か
ら
報
告
し
､

続
い
て
幾
人
か
の
研
死
者

に
上
り
､
ブ
-
テ
ィ
ツ
ン

ユ
･
コ
｡
ン
ビ
丁
､
南
部
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
西
方
沖
､

太
邦
近
海
か
ら
は
塩
屋
岬
､
金
華
山
沖
､
房
採
半
島

女
と
の
水
味
三
〇
〇
-
六
〇
〇

m
か
ら
報
告
さ
れ
T
l

し
た
｡
北
海
道

周
辺
で
は
､
釧
路
押
合
､
ク
ル
ッ
プ

島
沖
合
､
太
平
洋
僧
､

エ
ト
ロ
フ
島
押
合
太
平
洋
か

上
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
測
､
樺
太
東
岸
沖
合
な
ど
の
水

良
二

0
0
-
七
〇
〇
F;か
ら
確
認
さ
れ
ま
し
た
｡

生

態
に
つ
い
て
は
充
分
を
知
見
は
あ
.Ja
t
せ
ん
が

8
月
上
旬
に
牧
童
港
で
測
定
し
た
も
の
の
中
に
結
成

熟
し
た
雌
､
こ
れ
か
ら
脱
皮
し
て
産
卵
に
入
ろ
う
と

す
る
雌
､
新
子
を
渡
部
に
抱
S
た
雌
凌
ど
が
混
在
し

て
か
-
す
し
た
0

こ
れ
か
ら
み
ま
す
と
､
産
卵
期
は

近
縁

種
の
タ
ラ
ーハ
カ

ニ
､

ハ
ナ
サ
キ
ガ

二
女
ど
よ
Ja

は
遵
S
よ
う
で
す
.

最
後
に
､

こ
の
種
の
分
類
学
上
の
位
正
を
し
め
し

す
す
と
次
の
と
お
･c
t
で
す
O
ケ
ガ

ニ
凌
ど
の
夫
正
頚

類
と
は
臭

っ
て
'
タ
ラ
.ハ
ガ

tt
な
ど
と
同
様
に
ヤ
｢

カ
-
に
近
S
動
物

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ゎ
す
す
｡
な

お
水
揚
物
の
中
に
は
ィ
.ハ
ラ
ガ

二
や
イ
パ
ラ
ガ

ニ
壬

ド
ヤ
で
な
S
､
他
の
ィ
.ハ
ラ
ガ

三
月
の
仲
間
も
含
.す

れ
て
S
る
か
も
し
九
･p
せ
ん
が
､
+
･た
確
め
て
を
･c
l

f
t
せ
ん
o

節
足
動
物
-
甲
や
類
-
十
脚
類
-
稚
行
頼
-
具
尾

教

-
寄
居
蟹

類
-
タ
ラ

バ
ガ

ニ
科

-
タ
ラ
.ハ
ガ
Lt

タ
ラ
バ
ガ

ニ
属
･-

･ク
ラ
バ
ガ

lL
'

ハ

ナ
サ
キ
ガ

二
､
7
プ
ラ
ガ

三

イ
バ
ラ
ガ

ニ
属
･･-
･
イ
パ
ヲ
ガ

Ll
モ

キ
､
イ
パ
ラ
ガ

二
等

ラ
ロ
､､､
ス
威

-
･･･.I,
ヲ

ロ
ミ
ス
･
ム

ル
チ
ビ
ナ

I



ド
LL

冨
日
及
員
だ
よ
-
3

ホ
ツ

キ
ガ
イ
の
蓄
養
試
験
か
ら
…

広
尾
地
区
水
産
業
改
良
普
及
月

黒

滝

一

茂

-

▼

広
尾
地
区
で
は
現
在
､

ホツ
キ
ガ
イ
漁
集
に
書
宅

月

す
る
漁
家
は
三
十
二
戸
で
､

0
(源
の
佐
久
的
利
用
の
姓

て
前
か
ら
各
漁
船
と
と
の

漁
強
ま
割
当
方
式

(
許
容

丑
)
に
よ
っ
て
へ
正
閏
三

～
四
-
ン
'
六
-
七
〇
万

円
の
生
産
目
標
の
も

と
に

旗
萌
さ
れ
て
S
ま
す
O

ホ
ツ
キ
ガ
イ
は
丁
ワ
ビ
､

ホ
タ
テ
ガ
イ
と
と
も
に
北

海
道
で
生
産
さ
れ
る
月
額

の
代
襲
と
も
ゆ
う
'(
車
種

で
す
が
､
広
尾
に
か
け
る

月
別
の
単
価
を
見
ま
す
と

別
表
の
通
り
fJ
漁
期
を
通

じ
て
そ
の
値
段
は
大
き
な

浮
き
沈
み
の
連
続
｡

月 別 の 平 均 単 価

･｢J㌦ 10 ll 12 3 4 5 平 均

42 190 17J6 164 144 122 167 】55

43 194 200 171 143 16】 224 187

2広平均 192 188 166 144 142 196 /

従
来
こ
の
不
安
定
を
価
格
変
動
菅

少
な
く
L

A･]う

と

一
定
以
下
の
値
鼓
に
な
っ
た
場
合
は
叢
書
の
申
し

合
せ
に
上
っ
て
沖
止
め
尊
の
処
定
を
詐
じ
て
､
あ
る

程
度
の
値
-
ず
れ
を
防
S
で
来
五
択
で
す
が
､
意
に

沿
う
上
う
な
効
果
が
上
が
っ
て
S
を
S
現
状
で
す
｡

た
せ
た
.p
白
心
漁
協
に
お
い
て
首
巻
試
故

の
結
果

好
成
机
も
禍
た
と
ゆ
う
こ

とが
瀧

業
者
間
で
話
題
と

-

広
尾
に
だ

て
も
t
時
的
甘
い
芸

椴
的
#
<

.7
:
…
日

昌

:
;.I.巨

㍑

い
.:
..J
:
;
:

大
を
図
ろ
う
と
､
水
託
等
の
淵
甥
を
得
た
が
ら
四
十

三
鑑
か
ら
試
験
的
に
実
施
'
あ
T
3を
皮
の
見
通
し
を

讐

し
た
の
で
そ
の
筈

に
つ
て

述
べ
る
亡
と
と

し
を

｡

一

番
養

施

設

の
概

要

F

竿

≡

禁

タ
テ
ガ
ィ
の
㌻

讐

利

用
し
て

海
中
誓
書
茨
験
を
行
な
い
'
そ

化
串
に
殆
ん
ど
波
耗
が
な
く
著

さ
れ
T
lし
た
｡
し
か
し
荒
天
時
のし蓉･-め-

生
存
率
や

互
土
変

の
可
能
性
が
実
証

範
の
管
洩
､
出
荷

作
叢
の
匪
無
性
等
の
欠
点
が
あ
わ
'
木
立
は
陸
上
施

設
に
お
い
て
試
鼓
し
た
も
の
で
す
O

蓄
♯

水

槽
は
梯

r
l
I米
､
長
さ
F
'
二
米
'
高
さ

L

米
の
ナ
イ
ロ
ン
タ
ー
ボ
-
ン

(
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
系
)

で
作
り
鉄
棒

(
丁
/
タ
ル
)

で
支
え
､
自
吸
式
ボ
ン

･プ
で
汲

み
上
げ
た
海
水
が
直
凍
常
時
水
槽
に
注
入
､

そ
の
舟
が
排
出
さ
れ
る
よ
う
粥
飾
､
天
然
飼
料
の
供

給
と
通
気
が
同
時
に
行
食
わ
れ
る
.･l
う
に
設
置
｡

蓄
華
南
は
水
槽
に
二
列
に
配
列
､

1
面
に
ホ
ツ
キ

外
イ
約
二
十
ケ
あ
て
収
容
多
政
に
挟
み
兼
ね
て
も
水

槽
内
の
海
水
が
充
分
に
托
通
す

る
よ
う
配
慮
し
な
が

ら
木
製
の
特
殊
寸
法
魚
面
を
動
作
し
使
用
し
た
｡

一
水
槽
に
昔
表
面
首
四
十
枚
約
<
首
キ
ロ
の
ホ
ツ

寿
ガ
イ
を
収
容
出
来
る
が
こ
の
水
格
六
両
で
約
五
ト

ノ
の
施
設
と
し
､
口
径
八
十
･､､リ
の
自
吸
式
ポ
ン
プ

に
三
､七
キ
ロ
の
モ
ー
タ
を
セ
ッ
ト
各
水
槽
に
配
管

給

水
出
来
る
よ
う
に
L
f
lし
た
0

試̀

験

の
結

果

1･試
験
は
寺
漁
舶
初
め
か
ら
の
予
定
で
し
た
が
､
施

腰
の
整
備
が
遍

_
-
な
･｡
結
果
的
に
は
漁
期
末

(十
勝

7

海
区
it類

qZ}上

･ク
乗

取
舶
)
の
五
月
兼
か
ら
と
な
-

ytし

た
9一女

験
に
供
し
た
ホ
ツ
キ
ガ
イ
は
俵
か
四
盲

キ
t)
と
事
暮
能
力
の
十
¢
以
下
で
し
た
が
､
五
月
一
l

十
九
日
常
始
､
首
巻
日
数
二
十
三
日
d
]
の
六
月
二
十

1
日
か
ら
象
次
四
回
に
分
け
て
出
荷
､
三
十
五
日
経



過
の
七
月
三
日
で
茨
験
を
終

Jh
T
tし
た
○

そ
の
間
､
¥
輩
中
に
か
け

る
ホ
シ
キ
ガ
イ
の
生
存

輩
､
重
圭
変
化
､
市
場
性
に
つ
S
て
1.%
委
し
.p･
し
た

が
'
そ
の
結
果
を
見
f
l
す
と
'
試
験
香
華
総
ケ
救

1､

三
四
〇
ケ

(
三
九
五
キ
ロ
)
に
対
し
死
亡
し
た
も
の

は
､
四
九
ケ
で
そ
の
生
存
率
は
九
六
､
四
弟
と
予
想
以

上
に
死
亡
且
が
少
な
く
､
王
濃
で
は

1
0
0
ケ
の
ホ

ツ
キ
ガ
イ
に
つ
S
て
定
期
的
に
計
丑
し

た
と
こ
ろ
殆

ん
ど
変
化
が
な
く
事
♯
時
と
出
荷
時
の
捻
世
計
丑
比

軟
で
は
四
年
増
と
な
っ
て
S
ま
す
｡

AJ
九
は
著
華
中

の
ホ
ツ
キ
ガ
イ
の
括
刀
'

朝
4:を
摂
取
し
て
h
る
状

態
､
生
殖
巣
の
成
熟
か
ら
見

て
も
う
な
ず
け
す
す
｡

次
に
蓄
隼
後
の
市
場
性
で

すが
全
道
的
を
禁
漁
期

で
品
不
足
の
た
め
も
あ
る
と
息
S
T
lす
が
､
別
表
の

追
-

I
キ
ロ
平
均
四
六

一
円
と
表
わ
.昔
泰
時
の
三
二

二
円
か
ら
見
ま
す
と
四
三
年
に
あ

た
る

〓
ニ
<
円
高

と
表
わ
､

こ
れ
に
要
し
た
直
接
経
栄

(
Ⅷ
力
架
を
除

く
)
と
し
て

一
キ
ロ

t
三
円
で
差
引
卓
二

二
五
円
の

普
♯
益
と
な
り
ま
し
た
○

ま

と

め

広
尾
に
せ

い
て
実
施
し

T.し
た
ホ
ツ

キ
ガ
イ
の
陸

揚
げ
施
設
で

の
普

♯
就
奴

捨
兼
に
つ
S

て
､
そ
の
概

.u
J

.く

f

略
を
術
半
に

述
,+(
.
lし
た
が
そ
の
EZEI的
と
す
る
魚
価

安
定
向
上
に

上
る
漁
家

収
入

の
細
大
に
充
分
期
待
出

来
る
方
法
で

あ
る
と
の
見
通
し
を
得
た
よ
う
な
気
が

｢

｣

香 春 後 の 出 荷 価 格

月 ー̀_一日 蕃 * 日杜 B Jt 金 敬 ■ 価 苛*時の教生 .金額

6..I℡ユ 23 日 90Kg 43.000円 477,7円 5月2 9す395K9127.268円@ 322,2円

6 .26 28 日 102 45.570 446_7

6.2 8 SO β 94 51,700 550_o

7. 3 35 日 85 41.690 49-0_4

-. 軒` 395 _18t;960 46'0.6

注 死亡 且 があるため内駅と針とは一致し表h

し
.p
ナ
0

し
か
し
今
回

の
試
験
に
上
っ

て
ホ
ツ
キ
ガ
イ

晋
輩
事
琴
と
し

て
の
全
部
が
解

決
さ
れ
た
沢
で

托
な
く
､
蓄
兼

の
た
め
の
ホ
ツ

キ
ガ
小
の
選
別
､

祐
牧
の
管
理
年

制
の
確
立

(
港

水
供
給
､
死
亡

月
の
早
期
発
見

と
除
去
'
水
滴

の
定
期
穂
除
)

出
荷
時
糊
の
判

断
串
技
術
的
に

は
T
.
だ
t
だ
族

ttJ九
た
事
柄
も

多
く
と
九
等
が

解
決
さ
れ
FP
初

め
て
充
分
表
成

果
が
得
ら
れ
る

と
思
S
t
ナ
○

秋
も
深
JPこ
h

ホ
ツ
キ
ガ
イ
汲
葺
も
盛
漁
期
に
入
･B
ま
し
た
｡

上
り

よ
い
漁
宅
で
あ
る
よ
う
か
互
に
頑
盛
-
た
S
･,C

の
で

す
0

試

験

調
査

船
の

う

ご

き

-;

北

辰

九

九
月
･･･甫
千
島
沖
合
及
び
東
方
沖
合
に
お
け

る
サ
ン
マ
､

ス
ル
メ
イ
カ
の
分
布
､

生
藩
'
倭
課
放
流
調
査

十
月
･･･東
方
沖
合
に
お
け
る
サ
ン
マ
分
布
現

査
並
び
に
幼
稚
仔
の
調
査

十

一
-
十
二
月
･･･中
南
部
千
島
沖
漁
場
国
策

試
験

(
ト
ロ
ー
ル
漁
具
に
上
る
)

脚

第
三
新
発
丸

(
傭
船
..%
杢
胎
)

九

月
･･･広
尾
'
釧
路
沖
に
お
け
る
シ
シ
ャ
モ

ノ′

漁
期
前
分
布
調
査

九
月
下
旬
･･･釧
路
沖
に
お
け
る
パ
パ
ガ

レ
イ

分
布
訴
査
'
標
鞍

放
流
調
査

十
月
･･･広
尾
､
釧
路
沖
合
に
お
け
る
毛
ガ

ニ

漁
期
前
分
布
調
査
へ
シ

シ
ャ
モ
分
布

調
査

十
月
末
を
も
っ
て
傭
船
新
発
丸
に
上
る
aEL

津
粥
査
を
&
'了
す
る
0

｢

｣



道
東
の
初
秋
も
過
ぎ
､
見
事
な
夕
焼
け
が
阿
寒
の

空
と
､
太
平
洋
を
染
め
る
季
節
に
走
っ
た
○
こ
の
頃

が
サ
ン
マ
の
旬

(
し
ゆ
ん
)

で
､
道
東
の
主
要
港
特

に
釧
路
は
全
国
か
ら
の
サ
ン
マ
漁
船
で
舵
人
相
t
L
､

て
/
モ
ス
魚
市
場
は
鮮
や
か
な
銀
青
色
に
輝
く
大
型

サ
ン

マ
で
埋
ま
h
l､
漁
船
の
機
関
の
音
や
､
威
勢
AIl

S
漁
夫
の
カ
t
声
等
の
単
音
の
中
で
仲
兄
人
達
の
競

り
風
景
が
南
朝
見
ら
れ
た
も
の
だ
が
､
近
正
そ
れ
串

の
光
景
が
次
第
に
影
を
ひ
そ
め
､
放
念
な
が
ら
今
生

は
こ
れ
が

L
段
と
低
調
な
の
で
あ
る
｡

そ
の
反
面
､
魚
価
は
う
丑
ぎ
上
り
で
全
国
の
平
均

産
地
市
場
価
格
が
咋
空
は
キ
ロ
当

h
t約
六
〇
円
､
サ

ン
ty
が
非
常
に
沢
山
獲

れ
た
三
七
生
が

二

二円
で
あ

る
か
ら
当
時
に
比
べ
か
お
よ
そ
五
倍
も
高
く
を
つ
て

か
･sa
､
今
正
は
そ
れ
を
史
に
上
担
る
こ
と
に
必
至
で

あ

る
｡
現
に
釧
路
港
に
か
け
る
九
月
上
旬
十
日
間
の

平
均
魚
価
は
咋
正
の
約
1'
七
倍
も
し
て
か
わ
､
市
内

の
小
売
か
店
で
は
大
型
サ
ン
マ
が

一
尾
八
〇

-
九
〇

円
も
す

る
｡
寸
た
､
東
京
築
地
の
競
値
は

昨
宜
の

1､

五
倍
の
キ
ロ
当
り
約
四
｣'J

円
で
'
関
係
方
面
の
哨

托
調
査
で
は
東
京
都
の
標
準
小
売
り
価
格
は
産
地
価

鹸買サン
マ

資
源

の
消
長

磨

福

原

耽

格
の
約

l
O
倍
か
相
場
と
音
色
か
ら
サ
ン
マ
の
全
国

的
な
高

値
仕
か
⊥
て
知
る
.(
く
､
秋
の
味
覚
と
し
て

山
の
マ
ツ
タ
ケ
や
､
ク
-
と
共
に
､
T
tた
安
く
て
銀

章
の
あ
る
庶
民
の
魚
と
し
て
tn
女
人
に
こ
上
を

-皮

ttlれ
た
す
/
マ
も
こ
の
ま
･Pl
だ
と
高
級
魚
と
な
っ
て

国
民
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
る
の
で
は
な
h
か
と
危
快

曾

ぐ
)
す
る
の
で
あ
る
｡

目
を
閉
じ
る
と
'
サ
ン
マ
汲
薬
の
盛
衰
が
走
馬
灯

の
上
う
に
脳
轟
を
か
す
め
へ
そ
の
全
盛
助
を
知
る
人

々
に
大
き
な
寂
実
感
と
'
孫
S
称
慾
を
つ
の
ら
せ
て

S
る
O

サ
ン
マ
は
〆
ツ
や
サ
TTtリ
､
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
と
親

類
衝
に
当
る
魚
で
､
北
太
平
洋
に
広
-
博
ん
で
お
-
'

7
メ
リ
カ
大
陸
側
と
､
棲
東
側
に
多
く
み
ら
れ
､

お

そ
ら
く
こ
れ
ら
の
分
布
は
連
続
し
て
S
る
と
思
わ
れ

る
｡
7
メ
リ
カ
大
陸
西
側
の
分
布

は北
は
丁
ラ
ス
カ

か
ら
南
仏
メ
キ
シ
コ
に
至
る
水
域
に
分
布
を
し
､
蘭

は
ハ
ワ
イ
諸
島
近
-
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
｡

1
万
㌧

穣
東
側
の
分
布
は
季
節
的
に
北
は
千
島
列
島
､
樺
太

か
ら
南
は
九
州
､
沖
縄
附
近
に
逢
し
'
商
は
支
部
海

東
部
か
ら
日
本
海

1
帯
､
東
は
太
平
洋
遠
か
沖
合
に

f
Jで
鉱
が
っ
て
い

る
0

日
未
近
海
の
サ

ン
マ
仕
南
千
島
か
ら
常
盤
海
域
に

か
け
て
層
群
を
た
し
て
回
遊
し
､
<
月
か
ら
十
二
月

頃
･pt
で
随
所
に
好
漁
場
が
形
成
盲
れ
て
､
全
盛
期
の

昭
和
三
〇
藍
台
に
は
二
千
隻
を
湛
え
る
サ
ノ
マ
漁
船

で
に
ぎ

わ
い
､

t
斐
数
万
ワ
ッ
ト
も
の
集
魚
灯
を
使

用
す
る
た
め
､
こ
れ
ら
の
漁
場
は
さ
な
が
ら
不
夜
城

を
皇
し
て
乱
獲
丑
も
四
〇
万
-
五
〇
万
ト
ン
に
適
し

た
も
の
で
あ
る
O
そ
れ

が
三

一
正

､
三
五
正
､
三
九

正
と
二
〇
万
-
三
〇
万
ト
ン
程
鹿
の
不
漁
に
見
舞
わ

れ

'
そ

の
後

二
〇
万
-
ソ
そ
こ
そ
こ
の
漁
狸
丑
に
低

迷
し
､
昨
正
は

驚
-
な
か
れ

一
二
万
-
ノ
台
に
散
渡

し
て
し
ま
っ
た
.

そ
の
間
､
魚
体
組
成
に
も
変
化
を
み
せ
'
全
盛
肋

に
は
大
､
中
型
群
が
高

い
水
準
で
安
定
し
て
現
れ
て

S
た
も
の
が
､
編
正
に
出
現
す
る
上
う
に
な
h
l'
四

二
盗
か
ら
は
摘

(
あ
ぶ
ら
)
の
充
分
に
の
っ
た
大
型

サ
ン
マ
は
非
常
に
少
な
く
中
へ
小
型
サ
ン
て
が
主
体

と
を
カ
'
今
生
な
ど
壮
三
〇
度
前
後
の
大
型
サ
ン
マ

が
捷

め
て
少
を
く
､
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
中
､
小
型
サ

ン
マ
で

漁況
も
昨
年
に
比
べ
非
常
に
悪
い
と
吾
う
の

が
現
状
で
あ
る
0

日
太
近
海
の
サ
ン
マ
b
(源
は
こ
こ
改
正
前
か
ら
明

ら
か
に
液
少
し
て
い
る
が
､
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は

ま
だ
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
O
サ
ン
マ
魚
群
が
何
事

か
の
袋
田
で
沖
合
回
遊
を
す
る
上
う
に
在
っ
た
と
か



自
然
条
件
例
え
ば
海
沈
と
か
水
温
と
S
つ
た
手
境
の

変
化
に
上
っ
て
サ
ン
マ
が
卵
か
ら
親
に
な
る
ま
で
に

大
丑
に
自
然
死
亡
し

た
た
め
と
か
､
漁
嫌
の
形
書
つ

ま
･C1乱
錘
説
や
､
近
監
ソ
連
が
千
島
近
海
で
小
型
サ

ン
マ
を
K
t
に
雄
=
1出
し
た
た
め
の
形
呼
だ
と
か
色

々
と
iT
ま
TtJれ
て
S
る
が
'
前
述
の
Ll
う
に
貿
凍
滅

少
の
原
因
は
不
明
の
f
lt
と
な
っ
て
い
る
○
サ
/
マ

熟
考
に
と
っ
て
現
在

1
番
大
切
な
と
と
比
較
鞍
を
戚

少
さ
せ
た
慮
田
を
明
確
に
し
て
'
乗
鞍
画
復
の
抜
去

的
な
対
米
を
早
急
に
立
て
る
こ
と
で
あ
る
｡

私
は
､
強
力
な
集
魚
灯
を
利
用
し
て
サ
ン
マ
を

一

網
打
尽
に
す
る
為
能
峯
漁
法
が
本
格
化
し
た
昭
和
二

二
正
頃
か
ら
穣
-
叔
近
t
で
の
永
い
聞
'
そ
の
研
究

生
清

を
サ
ン
マ
に
捧
げ
て
来
た
だ
け
に
､
サ
ン
マ
を

愛
す
る
気
持
ち
は
人

L
借
で
あ
る
｡
私
は
日
本
近
海

の
サ
ン
マ
東
棟
を
こ
の
ま
ま
改
正
す
る
な
ら
ば
､
近

い
将
来

一
〇
･･･
ン
未
満
の
自
由
鎌
等
給
を
主
任
に
し

た
小
規
模

漁
業
に
な
っ
て
し
ま
ぅ
と
考
え
て
い
る
｡

今
日
の
サ
ン
マ
成
少
の
原
田
に
つ
い
て
私
の
推
測

で
は
へ
こ
の
東
城
は
膨
大
な
漁
捷
努
力
の
影
9
を
長

正
受
け
'
そ
の
た

め
サ
ン
マ
は
産
卵
親
魚
故
を
徐
々

に

減
ら
し
､
適
宜
そ
れ
が
鼓
叔
し
て
再
生
澄
枝
能
が

穣
め
て
憎
化
し
た
YJと
紙
上
る
も
の
だ
と
考
え
て
S

..I::

.7
.

J
..I
.1
･鯛..;:

i

･ill:Tj
.:.:
..J:

る
｡

;

射
す
る
と
サ
ン
マ
は

み
ハ
魚
群
凍
乗
用

狂
書
し
た
か
の
上
う
に
水
面
に
乱
挿
し
て
､
さ
な
が

ら
ス
コ
ー
ル
に
会
っ
た
上
う
な
光
舟
を
皇
す
る
｡

停
船
す
る
と
と
'
集
魚
灯
旺
弾
く
船
の
周
囲
は
銀
甘

色
に
色
と
ら
れ
た
サ
/
7
の
大
群
で
た
ち
ま
ち
埋
f
l

少
､
獲
れ
ど
も
獲
れ
ど

も
集
群
し
て
､
サ
ン
マ
船
は

間
も
な
く
満
船
す
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
全
盛
肋
に

二
千
余
の
倭
秀
船
が
､
産
卵
す
る
前
に
サ
ン
マ
を
雄

少
に
極
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
､
資
源
に
与
え
た
影

_
は
長
大
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
｡

私
は
､
サ
ン
マ
資
源
と
そ
の
執
筆
を
心
か
ら
変
す

る
故
に
､
関
係

者
は
大
乗
的
な
見
地
に
立
っ
て
も
の

を
考
え
､
わ
が
国
と
し
て
は
ソ
連
を
含
め
て
サ
ン
マ

疑
源
回
復
の
た
め
､
恩
S
切
っ
た
対
熊
を
早
急
に

て
な
け
れ
ば
在
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
｡

脂
の
十
分
の
っ
た
大
型
サ
ン
マ
が
秋
の
防
ぎ
し

受
け
て
店
頭
に
列
び
､
安
く
て
薬
味
し
い
旬
の
魚
と

し
て
再
び
庶
民
に
歓
迎
さ
れ
る
上
う
に

一
日
も
早
く

を
つ
て
も
ら
S
た
い
も
の
だ
0

標
識
放
流
魚
に
つ
い
て

･
]
･
L.

キ
科
料
で
は
､
四
四
監
乾
の
沿
岸
賢
帝

訳筆の

!

嶺
と
し
て
｢
.ハ
パ
ガ
レ
イ
'
ヌ
イ
メ
ガ
ジ

(
通
称

7

:..㍉

.'
1

.
描

.9
,I.
.:

?;
,
:
招

1..7
;
i
.

(通
称
丁
七
ツ
リ
)
の
九

〇
-
t
O
O
F(
に
二
七

〇

尾
､
ヌ
イ
メ
ガ
ク
は
広
尾

-
帝
洞
沖
-五
れ
旺
約

1

二
〇
尾
t
の
頓
耗
放
先
を
実
施
し
f
fL
た
｡

パ
.ハ
ガ
レ
イ
は
､
昨

空
士
で
も
接
点
放

流
を
行

っ
て
席

々
に

移
動
回
遊
の
状
憩
が
明
ら
か
把
を
ク
つ

つ
あ
わ
､
今
後
の
長
年
的
な
漁
況
予
報
に
役
立
つ
エ

ぅ
努

力
を
し
て
か
少
T
lナ
O
ヌ
イ
メ
ガ
･ソ
は
'
十
勝

地
方
の
新
し
S
漁
等
対
象
種
と
し
て
､
四
二
鑑
定
か

ら
試
験
床
等
を
行
っ
て
h
t
し
た
が
'
今
生
鹿
'
初

め
て
標
諌
放
流
を
行
い
y
Lし
た
｡

傍
a
Eの
方
法
も
､
昨
鑑
ま
で
の
ビ
ニ
ー
ル
拙

ス
.(

ゲ
テ
ィ
チ

ュ
ー
ブ
方
式
か

ら
'
標
汝
ガ
ン
を
使
う
方

式
に
変
え
ま
し
た
0

億
鼓
魚
を
み
つ
け
た
方
は
､
場
所
'
月
､
日
と
と

も
に
当
水
式
か
汲
血
に
魚
体
を
届
け
て
下
さ
S
｡

薄
謝
で
は
あ
･C
tま
す
が
妃
食
品
を
用
意
し
て
あ
少
セ

ナ
｡

l
u

｢

｣



の
読会

,I

I.i::Jr,,..(.
水
産
加
工
品
開
発
検
討
会

東
北

･北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
会
議

水
産
庁
主
催
で
開
か
れ
る

多
雄
性
魚

(壬
と
し
て
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
･
サ
バ
)

を
原
料
と
す
る
新
規
水
産
加
工
品
の
開
発
を
行
い
､

こ
れ
ら
の
書
農
を
増
す
こ
と
は
水
産
等
の
振
興
を
図

る

上
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
今
般
水
産

庁
が
主
催
し
て
釧

路
'
八
戸
'
長
崎
の
三
市
に
お
S

て
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
各
地
の
意
見
を
魯
し
て

明
年
の
三
月
迄
に
藤
島
を
出
す
こ
と
に
な
少
九
月
二

十
六
､
七
日
阿
寒
輔
畔
ホ
テ
ル
市

川
で
開

か
れ
た
.

水
産
庁
か
ら
は
研
究
第

-
は
石
若
企
画
官
､
湊
係
長

東
海
区
水
産
研
究
所
か
ら
野
口
部
長
外
玉
名
､
各
道

県
の
加
工
行
政
担
当
者

(
北
海
道
､
千
葉
､
茨
城
)

十
四
名
､
武
故
研
究
連
当
者

(
北
海
道
､
書
森
､
岩

手
'
宮
城
'
福
島
､
茨
城
､
千
葉
､
新
患
､
富
山
､

静
岡
の
水
拭
関
係
)
十
七
名
'
関
係
水
産
団
休

(漁

連
､
冷
凍
魚
内
払
会
､
横
船
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

蒲
鉾
協
同
叔
合
な
ど
)
<
名
'
地
元
水
産
EB
倖

(釧

路
甫
水
産
加
工
連
､
す
け
そ
対
繋
協
議
会
､
LF
凍
ナ

ウ
身
支
部
､
冷
凍
母
語
脇
会
な
ど
)
七
名
､
合
計
五

四
名
が
参
集
し
た
0

池
田
水
産
部
長
か
ら

｢
集
中
的
に
短
期
間
に
陸
韻

げ
さ
れ
る
サ
バ
､
イ
カ
､
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
処
理
と

採
井
蛙
か
上
び
試
験
研
究
に
対
す
る
要
望
が
挨
拶
と

し
て
述
べ
ら
れ
､
石
若
企
面
官
か
ら
地
域
的
に
時
期

的

に集
中
す
る
多
様
性
魚
の
有
効
利
用
を
軒
･sh
､
晶

架
に
つ
S
て
は
多
様
化
､
規
格
化
の
要
望
に

対
応
す

る
近
代
化
と
経
営
の
合
理
の
必
凄
性
が
高
一
つ
て
S

る
0
最
近
に
お
け
る
経
済
何
分
の
変
化
､
水
産

物
の

帯
給
付
努
に
対
応
す
る
た
め
に
も
利
用
技
術
の
的
発
､

改
善
を
領
橿
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
､
零
細
規

模
の
業
態
も
多
い
の
で
関
係
研
究
者
t
等
界
の
指
尊

者
な
ど
で
水
産
加
工
品
開
発
検
討
会
を
開
催
し
多
雄

性
魚
を
中
心
に
水
産
物
の
新
規
加
工
淑
晶
の
開
発
､

改
善
に
硯
し
て
解
決
方
法
と
推
進
体
制
の
蕉
備
に
つ

い
て
協
議
し
た
い
と
主
旨
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
S

て
説
明
が
あ
っ
た
0

水
産
加
工
尊
'
試
験
研
究
に
対
す
る
諸
施
策
に
つ

い
て
文
科
に
も
と
づ
S
て
説
明
が
行
な
わ
れ
た
O

各
水
託
の
研
究
過
当
者

の間
で
村
境
し
た
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ヲ
･
サ
バ
の
利
用
に
関
す
る
研
究
の
現
状
に
つ
.i

て
北
林
技
官
か
ら
取
ま
と
め
て
報
告
さ
れ
た
｡
報
告

の
内
容
に
つ
い
て
は
本
誌
で
後
日
紹
介
し
た
い
と
考

え
て
S
る
が
'
新
単
品
の
研
究
妹
鮭
と
し
て

｢
経
が

ど
こ
で
､
つ
-
♪
上
げ
る
の
か
｣

｢
成
果
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か

｣
｢
行
政
､
集
界
の
贋
盟
と
各
研
究

機
関
間
の
鞘
並
と
研
究
限
界
を
ど
こ
に
お
S
た
ら
上

.S
の
か
｣
が
開
塔
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
､

各

都
道
府

県
の
実
態
か
ら
研
究
班
と
し
て
の
連
繋
が
必
貴
で
あ

る
な
ど
が
捷
示
さ
れ
た
｡
葺
界
の
代
表
と
し
て
工
藤

専
務

(
♯
加
速
)
か
ら
企
業
の
実
態
を
述
べ
ら
れ
､

｢
販
売
流
通
の
対
応
､
新
製
品
の
商
品
開
発
ま
で
の

朱
金
串
入

(
実
験
工
場
)
研
究
成
果
の
迅
速
を
る
普

及
､
粗
放
化
｣
に
つ
.S
て
+*
皇
が
串
示
さ
れ
た
O
竹

谷
書
辞

(
冷
凍
魚
肉
協
会
)

｢
冷
探
す
少
身
の
原
料

群
鹿
に
対
応
す
る
耕
法
と
う
i
味
の
あ

る
魚
の
配
合

利
用
｣
野
口
専
務

(
機
船
漁
等
番
良
迷
)

｢
鮮
度
保

持
に
関
す
る

1
連
の
指
革
と
中
間
的
処
理
加
工
品
の

開
発
｣
石
岡
副
理
事
長

(
清
祥
協
組
)

｢
晶
質
の
よ

い
練
製
品
が
伸
び
て
い
る
の
で
北
転
船
ス
ケ
ソ
の
鮮

度
の
保
持
に
つ
い
て
検
討

(
有
､
無
頭
)
｣
菊
地
部

長
代
理

(
漁
連
)
か
ら

｢
ス
ケ
ノ
の
肉
の
砂
末
の
教

法
と
将
来
の
見
通
し
｣
に
つ
S
て
夫
々
概
要
の
説
明
と

試
験
研
究
に
対
す
る
希
望
が
提
示
tu
れ
た
｡
漁
業
生

産
者
武
佐
､
加
H
団
体
と
国
と
道
の
行
枚
か
上
び
静

岡
以
上
の
研
究
者
と

1
同
に
会
し
て
現
況
と
間
罵
点
､

開
発
の
推
進
方
無
を
話
合
っ
た
こ
と
は
今
後
の
多
雄

性
魚
の
利
用
を
計
る
上
に
有
意
集
で
あ
っ
た
も
の
と



考
え
'
三
地
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
金
銭
の
稔
合
と
少

ま
と

め
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
あ
と
水
産
物
の
流
通
利
用
技
術
の
試
験
研
究

の
推
進
輔
碑
を
討
議
し
た
の
ち
､

1
行
は
副
港
､
日

米
化
学
飼
料
肌
､
金
井
漁
美
肌
を
見
学
し
閑
放
し
た

ノ

新
知
識
の
並
日
及

･

業
界

･
行
政

･
会
頭
や
見
学
な
ど
の
運
営
に
当
少
t
L
て
色
々
と

御
配
慮
を
漉
い
た
釧
路
支
庁
､
関

係
尊
者
の
方
々
に

地
元
水
杭
と
し
て
軽
妙
の
意
を
表
し
ま
す
.

(
楢
川

記
)

技
術
交
連
仙
な
ど

水
産
試
験
場
直
結

水
産
技
術

開
発
娘
･.2談
合
開
か
れ
る

道
東
地
区

の
水
産
業
の
発
展

を放
すた
めに
､こ

れW
で
と
か
-
疎
遠
に
な
り
が
ち
て
あ
っ
た
水
産
集

界
と
行
攻
へ
水
産
試
験
場
な
ど
相
互
の
連
&
を
た
か

め
新
知
戎
'
技
術
禁
絶
､
普
及
､
什
報
の
交
換
に
上

る
水
産
技
術
開
発
の
促
進
を
図
る
べ
-
消
発
着
田
伴

も
含
め
て
九
月
十
六
日
牛
後
へ
釧
路
市
漁
協
組
会
議

室
で
七
十
名
参
集
の
も
と
に
第

一
回
の
牒
帳
合
が
開

催
さ
れ
た
○

こ
の
悠
班
会
は
十
勝
'
横
亘
､
釧
路
の
三
支
庁
管

内
に
お
け
る
漁
業
関
係
田
休
､
漁
業
者
､
水
産
加
工

関
係
団

俸
お
よ
び
加
工
業
者
'
消
費
者
団
体
､
水
産

試
験
研
究
機
関
'
関
係
支
庁
か
上
び
沿
海
市
町
村
の

代
表
を
も
っ
て
耕
成
ttJれ
原
則

と
し
て
正

l
回
以
上

開
催
さ
れ
る
も
の
で
､
座
長
に
釧
路
支
庁
長
が
あ
た

る
こ
と
を
決
め
て
正
式
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
O

協
葉
の
内
容
は
①
水
産
振
興
に
卯
す
る
こ
と

◎1u 業

界と
試

験研
究機
粥の
技術
交泥
に関す
る
JJ
と

㊥
試
演
研
究
成
果
の
普
及
､
指
斗
K
関
す
る
こ
と
が

主
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
f
Iす
が

､
と
の
主
旨

に
つ

い
て
述
水
産
部
田
中
水
産

抹
長
補
佐
か
ら
道
立
五
水

試
管
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
各
地
区
の
庶
成
状
況
や

全
道
的
に
反
映
さ
せ
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
､
ま
た

釧
路
支
庁
水
産
扶
長
か
ら
開
催
要
領
に
つ
い
て
脱
明

が
あ
･q
括
菟
毛
賀
渡
が
行
な
わ
れ
た
0

こ

の
怒
散
会
の
開
催
に
つ
S
て
各
地
区
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
捷
投
的
意
見
が
捷
示
さ
れ
た
が
t
.･1少
探
-
辛

間
的
な
JJ
と
を
協
鋲
す
る
た
め
に
部
会

(
漁
船
漁
葵

栽
培
汲
集
､
加
工
)
を
校
正
す
る
L
と
と
し
へ
各
部

会
の
構
成
に
つ
い
て
は
後
日
協
議
し
て
決
定
し
､
必

要
の
細
皮
的
催
す
る
AJ
と
と
な
っ
た
｡

水産 四者協 議会

親
睦
野
球
大
会

水
試
チ
ー
ム

四
年

振
り
に
優
勝

釧
路
支
庁
水
産
旺
'
釧
路
市
役
所
水
雑

技
､
釧
路
水
産
試
候
鳩
､
釧
路
市
漁
業

協
同
組
合
､
同
姓
縮
約
部
会
の
四
着

で

行
な
わ
れ
て
い
る
恒
例
の
野
球
大
会
が

侠
冊
の
八
月
二
十
E
l日

(
日
)
桜
ケ
丘

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
｡
大

会
長
阿
部
組
合
長
の
挨
拶
､
福
庶
巷
良

の
選
手
宜
書
の
あ
と
右
の
組
合
せ
に
.･1

っ
て
､
美
技
､

･=

･･:Jd
･

2
･.那
.
'∵

H.
:
.･T
f
..:

×

活きFしたメンバー

九
､
水
式
が
四

正
振
り
に
健
勝

を
し
た
0
援
秀

選
手
'
打
峯
六

割
の
打
半
井
､

本
塁
寸
前

で
タ

ッ
チ
丁
ウ
ト
の

件

数
天
文
､
迷

選
手
犬
な
ど
受

gt
者
は
誰
で
し

上
人ノ
○



E
j

雫

毘
堺

◇
道
東
海
域
に
か
け
る
サ
バ
漁
も
小
形
群
が
多
-
み

ら
れ
た
が
好
漁
の
ぅ
ち
に
継
泳
と
な
っ
た
｡
形
が
塩

蔵
や
冷
凍
品
に
適
し
な
い
と
云
う
こ
と
か
ら
飼
'
肥

向
け
に
相
当
丑
廻
わ
ttl九
た
｡
水
産
加
工
品
開
発
検

討
会
で
研
死
者
に
上
り
サ
バ
の
利
用
に
つ
S
て
､
角

煮
､
-
ん
製
､
調
味

千
晶
'
床
材
鎌
な
ど
の
形
の
あ

る
も
の
､
ね
･E
t穀
晶
化
の
研
究
毛
と
､
主
と
し
て
東

北
の
各
水
群

か
ら
発
表
が
あ
つ
た
が
､
道
東
に
お
い

て
も

ス
ケ
ー
ク
グ
ラ
ナ
少
身
の
主
作
と
し
て
周
年
稼

働
や
新
し
S
食
品
素
材
と

し
て
の
試
鼓
研
究
も
等
閑

視
出
来
ず
元
手
し
た
次
第
0

◇

サ
ケ
､
ケ
ガ
ニ

シ
ン
ヤ
モ
も

ー
た

上
し

北

の
国

床
覚
の
軟
と
な

･clま
し
た
O
当
場
で
人
工
飼
育
中
の

ケ
ガ
こ
の
幼
生

(メ
ガ
ロ
ツ
.ハ
)
も
甲
長
9
,､､
リ
位

に
成
長
し
ま
し
た
が
､
餌
科

の
こ
と
も
あ
っ
て
係
長

の
努
力
も
ま
た
天
変
｡
そ
こ
で
カ
ニ
執
'
シ
シ
ャ
モ

の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
の

せ
せ
し
た
が
､
二
正
生

魚
群
の
出
現
の
少
な
い
の
が
気
に
か
～
少
ま
す
｡

秋

イ
カ
と
共
に
好
漁
を
舶
待
し
た

い
も
の

です
.

◇
昆
布
､
ワ
カ
メ
'
ノ
リ
､
ソ
シ
ャ
モ
な
ど
栽
培
漁

辛
,p
そ
れ
ぞ
れ
の
現
境
に
合
っ
た
地
に
つ
.S
た
検
討

が
行
な
わ
れ
て
h
f
-す
が
､
今
の
鹿
は
広
尾
地
区
の

熊
海
普
及
所
長
に
御
多
忙
中
に
も
泊
ら
ず

｢
ホ
ツ
キ

ガ
イ
の
事
兼
杖
験
括
兼
｣
に
つ
S
て
殻
浦
を
せ
き
i

し
た
､
東
餅
の

意
を
察
し

ま
す
｡

◇
天
高
く
､
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
i
し
た
0
野
球

に
引
続
S
て
行
な
わ
れ
た
道
#
鼻
の
ソ
フ
ト
.i
l
ル

大
会
に
も
児
童
相
政
所
'
保
健
所
に
勝
ち
'
決
勝
で

支
庁
我
#
部
に
悼
放
し
て
拳
便
勝
を
か
ざ
か
f
lL
た
｡

北
海
道
の
第
三
朝
計
面

を基
盤
と
し
て
四
十
五
生
産

の
事
業
構
想
の
取
t
と
め
の
秋
と
毛
少
ま
し
た
｡

行
政
協
放
会
に
､
各
部
の
怨
当
着
金

韓
な
ど
地
域
に

聴
井
を
し
た
●
集
計
面
を
包
む
べ
く
､
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
鍍
え
た
肉
世
を
も
っ
て
水
3i
の
連
中
も
頑
張

っ
て
か
少
ま
す
.
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